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　昨年７月、能美市議会では、今後の議会活動や議会改革に反映させることを目的に「市民アンケート調査」を行い、
この度、その調査結果がまとまりました。
　今回のアンケートでは、若い世代からの回収率が低かったこともあり、今後は、議会と若い世代の距離感を
縮める取り組みが必要とされています。
　選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられたことを受け、先日、寺井高等学校で投票啓発講座や模擬投票が行われました。
模擬投票を体験した生徒達は「１８歳になって政治に関心を持つようになった！投票には必ず行く！」
と胸を躍らせながら話してくれました。
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今定例会は、12月1日（火）から18日（金）までの18日
間の会期で開かれました。市長から提出された議案25
件及び報告3件、諮問1件、議会から提出した決議案1件
については可決・答申しましたが、請願1件については不
採択となりました。主な議案の内容は以下のとおりです。

マイナンバー法の規定に基づき、能美市独自の事務で個人番号を利用する事務が定められました。また、
マイナンバー法で認められた、他の行政機関等との情報の照会、提供に相当する情報の連携を、能美市の中
においても可能とするための規定も定められました。
これにより、事務の効率化が図られ、各種手続きにおいて利便性の向上が期待されます。

平成27年12月定例会

●能美市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
　利用等に関する条例の制定（P4・5に関連記事）

ックアップピ

▲長野保育園の完成イメージ図

●財産の取得（能美市立長野保育園建設用地）

●平成27年度能美市一般会計補正予算（P4・5に関連記事）

▲物見山陸上競技場で力走する子どもたち

　平成27年度能美市一般会計補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ1億6,500万円を追加し、
予算総額が240億7,000万円となりました。
　なかでも、平成28年度に、物見山陸上競技場が、5年に一度の日本陸連による第二種公認の検定年度にあ
たることから、更新に必要な改修工事を前倒しして行い、来年8月に開催される第68回石川県民体育大会に
備えるための補正予算が計上されました。
　なお、一般会計補正予算の主な内容については、次のとおりです。

●辰口保育園駐車場整備事業 ………………… 20,616千円
　辰口保育園の駐車場拡張のための用地取得費
●冬期湛水推進事業 ……………………………… 1,900千円
　地下水低下解消のための冬期湛水実証実験に協力した農家
　に対する補助金
●地域経済循環分析事業 ………………………… 1,000千円
　地域における経済循環構造の実態を把握するための調査研
　究費
●第３子以降私立幼稚園保育料無料化事業 …… 3,764千円
　私立幼稚園に通園している第三子以降の園児のいる世帯に
　対する補助金

物見山陸上競技場の改修費として6,912万円を
追加補正

能美市独自の事務で「個人番号」を利用する事務
が定められました

長野保育園建設用地として、大長野町地内の7,724㎡の土
地を購入することとなりました。
取得金額は、総額で1億713万8,500円となり、土地の地権
者7名との契約が締結されます。
新しい長野保育園は、若葉保育園の一部と現長野保育園を
統合し、放課後児童クラブを併設した施設であり、平成29年
春に開園が予定されています。

長野保育園建設用地を購入

▲譲渡されることになった辰口健康福祉センター

ひ　　  すい　   すい

●能美市健康福祉センター条例の一部を改正する条例（P4に関連記事）

能美市類似公共施設等統廃合実行計画に基づき、辰口健康
福祉センターの機能を廃止し、社会福祉法人陽翠水に譲渡さ
れることになりました。
今後は、子どもと高齢者が共に利用し触れ合う共生型福祉
施設として有効活用できるよう協議が進められています。

辰口健康福祉センターを
社会福祉法人陽翠水に譲渡

●能美市税条例の一部改正

これまで、軽自動車税の納期は、4月11日から4月30日までとなっていましたが、平成28年度以後の軽自
動車税の納期が5月1日から5月31日までに変更されます。
納税期間が延長されることにより、納税者の時間的負担の軽減が期待されます。

軽自動車税の納期が、5月1日から5月31日まで
に変わります
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交通対策特別委員会の調査結果報告
金沢駅からの二次交通体系は加賀地域で連携を

▲無料シャトルバスで能美市の
　魅力をPRする市職員
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し
た
。

交通対策特別委員会の調査結果報告
金沢駅からの二次交通体系は加賀地域で連携を

▲無料シャトルバスで能美市の
　魅力をPRする市職員

【
基
地
対
策
特
別
委
員
会
】

◎
杉
田
　
隆
一
　
○
森
　
　
善
克

　
東
　
　
正
幸
　
　
倉
元
　
正
順

　
北
野
　
　
哲
　
　
山
本
　
　
悟

【
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る

　検
討
会
】

☆
居
村
　
清
二
　
　
東
　
　
正
幸

　
橋
本
　
崇
史
　
　
森
　
　
善
克

　
田
中
大
佐
久
　
　
仙
台
　
謙
三

組
織
の
一
部
が
変
更

さ
れ
ま
し
た

（
◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員
長
、☆
は
座
長
）
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　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員
会に付託し、より詳細な審査を行っています。主な審
査内容は次のとおりです。

平成27年度
一般会計補正予算

●定住促進交付金事業（7,140千円）
Q　今年度の交付実績と今後の見込みはどう
か。

A　10月末までの１か月あたりの平均申請件
数は９件、平均申請額は23万円である。11
月以降も同等数の申請があると見込み、当
初予算から不足する分を補正予算に計上し
た。

●乳幼児・児童医療費助成事業（36,200千円）
Q　乳幼児医療費窓口無料化の影響で、どの
くらい医療費が増加しているのか。

A　今年の９月時点での実績から勘案すると、
約40％程度の増加が見込まれる。

●冬季湛水事業（1,900千円）
Q　どのような成果を期待しているのか。
A　水源かん養の機能について実証実験する

もので、冬期湛水の実施により、地下水低
下の解消や原因解明に資するものである。

Q　メリットやデメリットは何か。
A　メリットとしては、地下水の水位の安定

化や雑草の抑制効果等があり、デメリット
としては、水捌けの悪い軟弱な地盤で実施
すると、地盤がさらに不安定になるとの指
摘がある。

●地域経済循環分析事業（1,000千円）
Q　事業内容及び期待する効果は何か。
A　地域経済循環の基礎となるデータである

産業連関表を入手するものであり、能美市
内における経済構造を、生産、分配、支出
の３つの側面で診断することで、地域の経
済循環における問題を発見し、経済を適正
な循環構造に改善することで、地域活性化
施策の効果を最大限発揮させることが可能
となる。

能美市健康福祉センター条例の
一部を改正する条例

Q　辰口健康福祉センターが共生型福祉施設
として活用された場合、地域の子どもたち
も広く利用できるのか。

A　事業所内保育事業や放課後児童クラブの
サービス等を行う予定であり、広く地域の
子どもたちが利用できる施設となる。

能美市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用等
に関する条例の制定

Q　市役所内での連携において、情報が外に
漏えいしないようにするための規定はある
のか。

A　指定された職員のみが参照できる運用を
考えており、今後、情報セキュリティ対策
の見直しも進めていく。

ＴＰＰ交渉に関する請願
ＴＰＰ「大筋合意」の詳細と協定本文を速
やかに開示し、国会・国民の議論を保障す
ること等の意見書を政府関係機関に提出すること。

国は、ＴＰＰ大筋合意後、関連の政策
大綱を決定したが、詳細な対策や中長
期的な課題は継続的に検討するとして

いる。拙速に反対すべきではない。

ＴＰＰ大筋合意を含めた協定の中身を
きっちり公開し、国会や国民の中で議
論をもっと深めるべき。

議案の審議

▲冬期湛水で地下水低下の解消を

山口　慧子、東　　正幸
田中策次郎、仙台　謙三

議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
山本　　悟橋本　崇史

開道　昌信

近藤　　博

北野　　哲

南山　修一

倉元　正順

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

嵐　　昭夫居村　清二予算決算

教育
福祉

産業
経済

予算
決算

総　務

賛成
討論

反対
討論

　12月18日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　マイナンバー制度に関しては、国民のメリットはほとんどなく、徴税の強化と社会
保障の給付削減が目的である。また、個人情報の保護・保全が不完全であるという根
本的問題が残されている。情報漏えいの危険性もあり、マイナンバーに関連する議案
には反対する。
　また、補正予算に関しては、高堂寺井線道路改良事業において、地域には便利さを強
調する意見があるが、これからの高齢化社会における事故への不安や町の一体性の分
断への意見もあり、十分な合意はされていない。また、社会保障税番号制度費において、
能美市内３か所に顔認証システムを導入する予算も計上されており反対する。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（米田敏勝）は採決に加わりません。
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　聖域として守ると約束していた農作物重要５項目において、586 品目のうち３割の
品目での関税が撤廃されるなど、今、わかっている範囲だけでも、農業関係者に大きな
打撃となることが明らかになってきている。今、必要なことは、大筋合意した協定本文
を速やかに公開し、国会や国民の中での議論をすすめることである。国会決議に違反
する「合意」は撤回すること、協定の調印・批准は行わないことこそが求められている。

賛  成
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛  成
森　善克

議 員
(能美保守の会)

● ＴＰＰ交渉に関する請願

　この条例の制定により能美市の独自事務における個人番号の利用及び市の執行機
関内での特定個人情報のやり取りが可能となる。事務執行上、必要なものであり賛同
する。
　また、補正予算に関しては、選挙権年齢が 18 歳に引き下げられることに伴う選挙
人名簿関連システムの改修費をはじめ、辰口保育園の慢性的な駐車場不足を解消する
ための用地購入経費、地下水位の低下による緊急対応策として水道事業会計に必要な
経費を繰り出す繰出金等、市民の福祉向上や事業執行上、必要不可欠なものである。ま
た、市税等の一般財源の増額が見込まれることから、財政調整基金からの繰入を減額
するもので、国・県支出金や市債等、特定財源についてもよく整理されており賛同する。

能美市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用等
に関する条例の制定

●能美市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
　関する法律に基づく個人番号の利用等に関する条例の制定
●平成27年度能美市一般会計補正予算（第２号）

能美市温泉保養館条例の一部を改正する条例
能美市介護保険条例の一部を改正する条例
能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
平成27年度能美市一般会計補正予算（第2号）
平成27年度能美市介護保険特別会計補正予算（第2号）
能美市ふるさと交流研修センターの指定管理者の指定
ＴＰＰ交渉に関する請願
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　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員
会に付託し、より詳細な審査を行っています。主な審
査内容は次のとおりです。

平成27年度
一般会計補正予算

●定住促進交付金事業（7,140千円）
Q　今年度の交付実績と今後の見込みはどう
か。

A　10月末までの１か月あたりの平均申請件
数は９件、平均申請額は23万円である。11
月以降も同等数の申請があると見込み、当
初予算から不足する分を補正予算に計上し
た。

●乳幼児・児童医療費助成事業（36,200千円）
Q　乳幼児医療費窓口無料化の影響で、どの
くらい医療費が増加しているのか。

A　今年の９月時点での実績から勘案すると、
約40％程度の増加が見込まれる。

●冬季湛水事業（1,900千円）
Q　どのような成果を期待しているのか。
A　水源かん養の機能について実証実験する

もので、冬期湛水の実施により、地下水低
下の解消や原因解明に資するものである。

Q　メリットやデメリットは何か。
A　メリットとしては、地下水の水位の安定

化や雑草の抑制効果等があり、デメリット
としては、水捌けの悪い軟弱な地盤で実施
すると、地盤がさらに不安定になるとの指
摘がある。

●地域経済循環分析事業（1,000千円）
Q　事業内容及び期待する効果は何か。
A　地域経済循環の基礎となるデータである

産業連関表を入手するものであり、能美市
内における経済構造を、生産、分配、支出
の３つの側面で診断することで、地域の経
済循環における問題を発見し、経済を適正
な循環構造に改善することで、地域活性化
施策の効果を最大限発揮させることが可能
となる。

能美市健康福祉センター条例の
一部を改正する条例

Q　辰口健康福祉センターが共生型福祉施設
として活用された場合、地域の子どもたち
も広く利用できるのか。

A　事業所内保育事業や放課後児童クラブの
サービス等を行う予定であり、広く地域の
子どもたちが利用できる施設となる。

能美市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用等
に関する条例の制定

Q　市役所内での連携において、情報が外に
漏えいしないようにするための規定はある
のか。

A　指定された職員のみが参照できる運用を
考えており、今後、情報セキュリティ対策
の見直しも進めていく。

ＴＰＰ交渉に関する請願
ＴＰＰ「大筋合意」の詳細と協定本文を速
やかに開示し、国会・国民の議論を保障す
ること等の意見書を政府関係機関に提出すること。

国は、ＴＰＰ大筋合意後、関連の政策
大綱を決定したが、詳細な対策や中長
期的な課題は継続的に検討するとして

いる。拙速に反対すべきではない。

ＴＰＰ大筋合意を含めた協定の中身を
きっちり公開し、国会や国民の中で議
論をもっと深めるべき。

議案の審議

▲冬期湛水で地下水低下の解消を

山口　慧子、東　　正幸
田中策次郎、仙台　謙三

議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
山本　　悟橋本　崇史

開道　昌信

近藤　　博

北野　　哲

南山　修一

倉元　正順

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

嵐　　昭夫居村　清二予算決算

教育
福祉

産業
経済

予算
決算

総　務

賛成
討論

反対
討論

　12月18日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　マイナンバー制度に関しては、国民のメリットはほとんどなく、徴税の強化と社会
保障の給付削減が目的である。また、個人情報の保護・保全が不完全であるという根
本的問題が残されている。情報漏えいの危険性もあり、マイナンバーに関連する議案
には反対する。
　また、補正予算に関しては、高堂寺井線道路改良事業において、地域には便利さを強
調する意見があるが、これからの高齢化社会における事故への不安や町の一体性の分
断への意見もあり、十分な合意はされていない。また、社会保障税番号制度費において、
能美市内３か所に顔認証システムを導入する予算も計上されており反対する。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（米田敏勝）は採決に加わりません。
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　聖域として守ると約束していた農作物重要５項目において、586 品目のうち３割の
品目での関税が撤廃されるなど、今、わかっている範囲だけでも、農業関係者に大きな
打撃となることが明らかになってきている。今、必要なことは、大筋合意した協定本文
を速やかに公開し、国会や国民の中での議論をすすめることである。国会決議に違反
する「合意」は撤回すること、協定の調印・批准は行わないことこそが求められている。

賛  成
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛  成
森　善克

議 員
(能美保守の会)

● ＴＰＰ交渉に関する請願

　この条例の制定により能美市の独自事務における個人番号の利用及び市の執行機
関内での特定個人情報のやり取りが可能となる。事務執行上、必要なものであり賛同
する。
　また、補正予算に関しては、選挙権年齢が 18 歳に引き下げられることに伴う選挙
人名簿関連システムの改修費をはじめ、辰口保育園の慢性的な駐車場不足を解消する
ための用地購入経費、地下水位の低下による緊急対応策として水道事業会計に必要な
経費を繰り出す繰出金等、市民の福祉向上や事業執行上、必要不可欠なものである。ま
た、市税等の一般財源の増額が見込まれることから、財政調整基金からの繰入を減額
するもので、国・県支出金や市債等、特定財源についてもよく整理されており賛同する。

能美市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用等
に関する条例の制定

●能美市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
　関する法律に基づく個人番号の利用等に関する条例の制定
●平成27年度能美市一般会計補正予算（第２号）

能美市温泉保養館条例の一部を改正する条例
能美市介護保険条例の一部を改正する条例
能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
平成27年度能美市一般会計補正予算（第2号）
平成27年度能美市介護保険特別会計補正予算（第2号）
能美市ふるさと交流研修センターの指定管理者の指定
ＴＰＰ交渉に関する請願
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問質般一問質般一

際
は
映
像
や
写
真
だ
け
で
は
な
く
体
験

型
の
学
習
を
進
め
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

　
提
言
の
「
語
り
部
招
聘
事
業
」
に
つ

い
て
は
防
災
教
育
の
視
点
か
ら
も
有
意

義
で
あ
り
、
ま
た
児
童
生
徒
の
自
分
の

生
き
方
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視

点
か
ら
も
効
果
的
と
考
え
る
。
前
向
き

に
学
校
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

 

伝
統
工
芸
九
谷
焼
の
振
興

九
谷
陶
芸
村
活
性
化
の
為
、
鶏
声

磯
ヶ
谷
基
金
の
創
設
を
検
討
せ
よ

九
谷
陶
芸
村
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
新
機
軸
を
打
ち
出
し

更
な
る
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。
そ
の

有
力
な
資
源
の
一
つ
に
鶏
声
磯
ヶ
谷
美

術
館
の
九
谷
焼
収
蔵
品
が
あ
り
、
企
画

展
を
開
催
す
る
な
ど
現
在
も
磯
ヶ
谷
氏

と
は
良
好
な
関
係
を
継
続
し
て
い
る
。

今
後
は
磯
ヶ
谷
氏
の
意
向
等
を
し
っ
か

り
見
き
わ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
提
言
の
積
立
性
基
金
に
つ
い
て
は
当

面
、
既
存
の
九
谷
焼
美
術
館
運
営
基
金

に
お
い
て
現
浅
蔵
五
十
吉
氏
初
め
、
関

係
者
の
ご
理
解
を
頂
け
れ
ば
利
活
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

 

能
美
市
の
防
災

能
美
市
防
災
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

の
進
捗
状
況
は

基
礎
工
事
及
び
免
震
装
置
の
設
置

を
終
え
、
６
階
ま
で
の
躯
体
工
事

が
完
了
し
た
。
進
捗
状
況
は
極
め
て
順

調
で
あ
る
。
引
き
続
き
建
具
工
事
、
内

装
・
外
装
工
事
と
並
行
し
、
各
種
体
験

施
設
工
事
、
外
構
工
事
を
進
め
、
当
初

の
平
成
28
年
４
月
末
の
完
成
を
目
指
す
。

ソ
フ
ト
面
で
の
機
能
を
充
実
さ
せ

た
事
業
、
運
営
の
展
開
を

地
震
、
強
風
、
火
災
な
ど
各
種
体

験
施
設
で
の
災
害
疑
似
体
験
を
通

し
た
自
助
訓
練
で
、
災
害
の
怖
さ
や
備

え
の
重
要
性
を
学
ん
で
貰
え
る
と
思
う
。

ま
た
、
市
民
向
け
防
災
教
育
の
一
環
と

し
て
防
災
講
座
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

学
校
防
災
教
育
に
、
東
日
本
震
災

語
り
部
招
聘
事
業
を
検
討
せ
よ

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
防
災
教
育
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

本
年
度
か
ら
学
校
地
域
元
気
ア
ッ

プ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
事

業
に
よ
り
地
域
の
人
が
子
ど
も
を
地
域

で
見
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策

子
ど
も
か
ら
若
者
、
高
齢
者
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
望

む
。
市
で
は
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
の
貧

困
対
策
の
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の

か

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
教
育
・
生
活
・
保

護
者
の
就
労
・
経
済
的
に
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
。
各
部
署
に
関
連
す
る
支

援
や
制
度
等
に
つ
い
て
国
、
県
の
動
向

も
注
視
し
庁
内
外
の
関
係
部
署
が
連
携

を
密
に
し
て
対
応
す
る
。

　
若
者
の
貧
困
対
策
も
問
題
と
考
え
、

市
と
し
て
若
者
の
住
宅
実
情
実
態
調
査

を
行
い
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
若
者

の
住
宅
対
策
に
つ
い
て
応
援
し
若
者
の

元
気
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。

 

特
殊
詐
欺
防
止
策

高
齢
者
や
高
齢
者
を
持
つ
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
特
殊

詐
欺
の
防
止
策
と
し
て
自
動
通
話
録
音

装
置
の
無
償
貸
し
出
し
や
機
器
の
購
入

補
助
制
度
を
検
討
せ
よ

日
中
に
高
齢
者
が
対
応
す
る
世
帯

で
は
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。
県
内
市
町
等
の
動
向
を
参

考
に
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
会
・
町
内
会
の
見
守
り

会
等
で
出
張
学
習
会
等
を
行
い
、
特
殊

詐
欺
の
手
口
や
断
る
力
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
、
行
動
に
移
る
前
に
は
必
ず
家

族
や
関
係
機
関
に
相
談
す
る
と
い
っ
た

対
応
を
心
が
け
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

緊
急
時
に
は
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て

注
意
喚
起
も
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

警
察
や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
啓
発

に
努
め
る
。

 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

市
が
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
行
な
う
団
体
の
立
ち

上
げ
や
運
営
支
援
・
協
力
を
検
討
せ
よ

QA

QA A

▲出張学習会を通じて特殊詐欺へ
　の対応策の啓発を

Q

QAQAQA

QA

徘
回
高
齢
探
索
支
援
の
対
策
と
認

知
症
予
防
生
活
支
援
策
を
示
せ

認
知
症
の
方
に
位
置
検
索
機
器
を

携
帯
し
て
も
ら
う
徘
徊
高
齢
者
等

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
る
メ
ー
ル
を
配
信
す
る

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

介
護
者
支
援
と
し
て
、
介
護
の
実

技
や
訪
問
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
せ
よ

現
在
、
メ
モ
リ
ー
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
能
美
で
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
医
師
会
を
初
め
と
す
る
専
門

職
の
協
議
の
中
で
も
重
要
性
が
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
病
院
に
よ
る
退
院

支
援
の
一
環
と
し
て
、
介
護
者
へ
の
１

泊
介
護
体
験
が
既
に
モ
デ
ル
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
専
門
職
に
よ
る
訪
問
時
で
の
介
護
実

践
指
導
に
つ
い
て
も
、
今
後
導
入
に
向

け
検
討
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

事
業
の
実
施
予
定
と
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
具
体
的
に
示
せ

介
護
予
防
給
付
に
お
い
て
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
の
利
用
者
に
は
、

現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
平
成
28

年
３
月
か
ら
実
施
す
る
。
ま
た
、
住
民

主
体
の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
「
ほ
が

ら
か
会
」
、
自
立
支
援
を
短
期
集
中
型

で
実
施
す
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
の

「
健
幸
ラ
イ
フ
教
室
」
も
同
時
期
か
ら

実
施
す
る
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
と
介
護
予
防
を

担
っ
て
も
ら
え
る
地
域
の
方
を
対
象
に

し
た
「
た
す
け
あ
い
・
ラ
イ
フ
サ
ー

ポ
ー
ト
活
動
支
援
講
座
」
を
平
成
28
年

１
月
か
ら
、
「
介
護
予
防
人
材
養
成
講

座
」
を
来
年
度
か
ら
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
利
用
負
担
額
は

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
単
価
は
、
現
在
の
介
護
予

防
給
付
に
よ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
よ

り
高
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

Q

QAQA

QAQQA

の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
、
他
市
へ

20
％
以
上
が
通
勤
通
学
の
場
合
に
、
安

心
度
と
利
便
度
の
観
点
の
中
で
生
活
圏

の
広
域
化
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

住
み
よ
さ
が
日
常
生
活
に
実
感
で

き
る
為
の
今
後
の
取
り
組
み
は

市
民
が
住
み
よ
さ
を
肌
で
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
し
て
い

く
た
め
に
策
定
さ
れ
る
も
の
が
建
設
計

画
や
総
合
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、

策
定
中
の
総
合
戦
略
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
、
人
口
減
少
時
代
に
向
う
中
で
は

行
政
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

に
は
限
界
が
あ
る
。
総
合
計
画
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
者
と
し
て
関
わ

り
、
自
ら
の
指
標
や
物
差
し
で
行
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
真
の
住
み
よ
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

 

 

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
能
美
市

は
25
年
が
19
位
、
26
年
が
９
位
、

27
年
が
３
位
と
順
位
を
上
げ
て
い
る
。

今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を
市
と
し

て
ど
う
受
け
と
め
、
ど
う
分
析
し
た
か

合
併
来
、
子
育
て
や
高
齢
者
福
祉

対
策
、
企
業
誘
致
等
に
励
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
調
査
項
目
に

評
価
の
高
い
指
数
が
加
わ
っ
た
こ
と
が

今
回
の
順
位
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

　
分
析
に
つ
い
て
は
82
の
指
標
中
、
企

業
誘
致
に
よ
り
地
方
税
収
額
の
増
加
率

が
調
査
対
象
都
市
の
中
で
１
位
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
手
厚
い
子
育
て
支
援
策
に

よ
り
人
口
増
加
率
等
が
他
の
都
市
と
比

較
し
て
上
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
。

躍
進
の
一
因
は
近
隣
市
町
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
か

本
調
査
に
関
し
て
採
用
さ
れ
た
指

標
か
ら
判
断
す
る
と
、
多
分
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
う
。
生
活
圏
の

広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
22
年

QA

▲手厚い子育て支援策が住みよさランキング
　に好影響をもたらす要因に

QA

QA

▲健幸ライフ教室で介護予防の推進を

▲のみの美アートフェスタ

田中 策次郎 議員
能美保守の会

嵐　 昭夫 議員
市　民

開道 昌信 議員
真政会

東　 正幸 議員
能美保守の会
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の
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た
児
童
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。
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谷
基
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の
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よ
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て

は
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今
後
も
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を
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の
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に
鶏
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の
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な
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在
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る
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で
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で
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と
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。

 

能
美
市
の
防
災

能
美
市
防
災
セ
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ー
新
築
工
事

の
進
捗
状
況
は

基
礎
工
事
及
び
免
震
装
置
の
設
置

を
終
え
、
６
階
ま
で
の
躯
体
工
事

が
完
了
し
た
。
進
捗
状
況
は
極
め
て
順

調
で
あ
る
。
引
き
続
き
建
具
工
事
、
内

装
・
外
装
工
事
と
並
行
し
、
各
種
体
験

施
設
工
事
、
外
構
工
事
を
進
め
、
当
初

の
平
成
28
年
４
月
末
の
完
成
を
目
指
す
。

ソ
フ
ト
面
で
の
機
能
を
充
実
さ
せ

た
事
業
、
運
営
の
展
開
を

地
震
、
強
風
、
火
災
な
ど
各
種
体

験
施
設
で
の
災
害
疑
似
体
験
を
通

し
た
自
助
訓
練
で
、
災
害
の
怖
さ
や
備

え
の
重
要
性
を
学
ん
で
貰
え
る
と
思
う
。

ま
た
、
市
民
向
け
防
災
教
育
の
一
環
と

し
て
防
災
講
座
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

学
校
防
災
教
育
に
、
東
日
本
震
災

語
り
部
招
聘
事
業
を
検
討
せ
よ

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
防
災
教
育
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

本
年
度
か
ら
学
校
地
域
元
気
ア
ッ

プ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
事

業
に
よ
り
地
域
の
人
が
子
ど
も
を
地
域

で
見
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策

子
ど
も
か
ら
若
者
、
高
齢
者
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
望

む
。
市
で
は
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
の
貧

困
対
策
の
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の

か

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
教
育
・
生
活
・
保

護
者
の
就
労
・
経
済
的
に
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
。
各
部
署
に
関
連
す
る
支

援
や
制
度
等
に
つ
い
て
国
、
県
の
動
向

も
注
視
し
庁
内
外
の
関
係
部
署
が
連
携

を
密
に
し
て
対
応
す
る
。

　
若
者
の
貧
困
対
策
も
問
題
と
考
え
、

市
と
し
て
若
者
の
住
宅
実
情
実
態
調
査

を
行
い
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
若
者

の
住
宅
対
策
に
つ
い
て
応
援
し
若
者
の

元
気
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。

 

特
殊
詐
欺
防
止
策

高
齢
者
や
高
齢
者
を
持
つ
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
特
殊

詐
欺
の
防
止
策
と
し
て
自
動
通
話
録
音

装
置
の
無
償
貸
し
出
し
や
機
器
の
購
入

補
助
制
度
を
検
討
せ
よ

日
中
に
高
齢
者
が
対
応
す
る
世
帯

で
は
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。
県
内
市
町
等
の
動
向
を
参

考
に
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
会
・
町
内
会
の
見
守
り

会
等
で
出
張
学
習
会
等
を
行
い
、
特
殊

詐
欺
の
手
口
や
断
る
力
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
、
行
動
に
移
る
前
に
は
必
ず
家

族
や
関
係
機
関
に
相
談
す
る
と
い
っ
た

対
応
を
心
が
け
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

緊
急
時
に
は
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て

注
意
喚
起
も
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

警
察
や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
啓
発

に
努
め
る
。

 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

市
が
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
行
な
う
団
体
の
立
ち

上
げ
や
運
営
支
援
・
協
力
を
検
討
せ
よ

QA

QA A

▲出張学習会を通じて特殊詐欺へ
　の対応策の啓発を

Q

QAQAQA

QA

徘
回
高
齢
探
索
支
援
の
対
策
と
認

知
症
予
防
生
活
支
援
策
を
示
せ

認
知
症
の
方
に
位
置
検
索
機
器
を

携
帯
し
て
も
ら
う
徘
徊
高
齢
者
等

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
る
メ
ー
ル
を
配
信
す
る

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

介
護
者
支
援
と
し
て
、
介
護
の
実

技
や
訪
問
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
せ
よ

現
在
、
メ
モ
リ
ー
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
能
美
で
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
医
師
会
を
初
め
と
す
る
専
門

職
の
協
議
の
中
で
も
重
要
性
が
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
病
院
に
よ
る
退
院

支
援
の
一
環
と
し
て
、
介
護
者
へ
の
１

泊
介
護
体
験
が
既
に
モ
デ
ル
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
専
門
職
に
よ
る
訪
問
時
で
の
介
護
実

践
指
導
に
つ
い
て
も
、
今
後
導
入
に
向

け
検
討
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

事
業
の
実
施
予
定
と
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
具
体
的
に
示
せ

介
護
予
防
給
付
に
お
い
て
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
の
利
用
者
に
は
、

現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
平
成
28

年
３
月
か
ら
実
施
す
る
。
ま
た
、
住
民

主
体
の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
「
ほ
が

ら
か
会
」
、
自
立
支
援
を
短
期
集
中
型

で
実
施
す
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
の

「
健
幸
ラ
イ
フ
教
室
」
も
同
時
期
か
ら

実
施
す
る
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
と
介
護
予
防
を

担
っ
て
も
ら
え
る
地
域
の
方
を
対
象
に

し
た
「
た
す
け
あ
い
・
ラ
イ
フ
サ
ー

ポ
ー
ト
活
動
支
援
講
座
」
を
平
成
28
年

１
月
か
ら
、
「
介
護
予
防
人
材
養
成
講

座
」
を
来
年
度
か
ら
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
利
用
負
担
額
は

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
単
価
は
、
現
在
の
介
護
予

防
給
付
に
よ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
よ

り
高
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

Q

QAQA

QAQQA

の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
、
他
市
へ

20
％
以
上
が
通
勤
通
学
の
場
合
に
、
安

心
度
と
利
便
度
の
観
点
の
中
で
生
活
圏

の
広
域
化
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

住
み
よ
さ
が
日
常
生
活
に
実
感
で

き
る
為
の
今
後
の
取
り
組
み
は

市
民
が
住
み
よ
さ
を
肌
で
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
し
て
い

く
た
め
に
策
定
さ
れ
る
も
の
が
建
設
計

画
や
総
合
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
、

策
定
中
の
総
合
戦
略
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
、
人
口
減
少
時
代
に
向
う
中
で
は

行
政
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

に
は
限
界
が
あ
る
。
総
合
計
画
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
者
と
し
て
関
わ

り
、
自
ら
の
指
標
や
物
差
し
で
行
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
真
の
住
み
よ
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

 

 

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
能
美
市

は
25
年
が
19
位
、
26
年
が
９
位
、

27
年
が
３
位
と
順
位
を
上
げ
て
い
る
。

今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を
市
と
し

て
ど
う
受
け
と
め
、
ど
う
分
析
し
た
か

合
併
来
、
子
育
て
や
高
齢
者
福
祉

対
策
、
企
業
誘
致
等
に
励
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
調
査
項
目
に

評
価
の
高
い
指
数
が
加
わ
っ
た
こ
と
が

今
回
の
順
位
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

　
分
析
に
つ
い
て
は
82
の
指
標
中
、
企

業
誘
致
に
よ
り
地
方
税
収
額
の
増
加
率

が
調
査
対
象
都
市
の
中
で
１
位
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
手
厚
い
子
育
て
支
援
策
に

よ
り
人
口
増
加
率
等
が
他
の
都
市
と
比

較
し
て
上
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
。

躍
進
の
一
因
は
近
隣
市
町
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
か

本
調
査
に
関
し
て
採
用
さ
れ
た
指

標
か
ら
判
断
す
る
と
、
多
分
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
う
。
生
活
圏
の

広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
22
年

QA

▲手厚い子育て支援策が住みよさランキング
　に好影響をもたらす要因に

QA

QA

▲健幸ライフ教室で介護予防の推進を

▲のみの美アートフェスタ

田中 策次郎 議員
能美保守の会

嵐　 昭夫 議員
市　民

開道 昌信 議員
真政会

東　 正幸 議員
能美保守の会
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考
え
て
い
る
。
次
年
度
、
平
成
28
年
度

12
月
補
正
予
算
よ
り
対
応
し
た
い
。

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
を
に
ら
み
、
農
業
従

事
者
の
支
援
を
図
れ

国
の
支
援
策
と
整
合
が
と
れ
る
よ

う
に
支
援
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

　
た
だ
、
現
状
の
よ
う
に
主
食
米
に
偏

重
し
た
農
業
は
も
は
や
限
界
に
き
て
い

る
。
今
後
は
、
能
美
市
独
自
の
制
度
で

あ
る
生
産
調
整
特
別
助
成
制
度
や
地
域

振
興
作
物
助
成
制
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
市
の
裁
量
で
補
助
金
の
単
価
が
決
め

ら
れ
る
国
の
産
地
交
付
金
見
直
し
等
で

検
討
し
た
い
。

六
次
産
業
の
強
化
・
拡
大
を
図
れ

付
加
価
値
に
よ
る
農
家
の
所
得

ア
ッ
プ
や
地
産
地
消
、
能
美
市
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
う
え
で
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
能
美
市
産
農
産
物
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事
業
で
課
題
が
見
え

て
き
て
お
り
、

課
題
を
解
消

す
る
た
め
に

制
度
の
見
直

し
や
強
化
・

拡
大
を
図
り

た
い
。

 

公
共
工
事
の
平
準
化

年
度
間
の
発
注
・
工
事
量
の
平
準

化
に
つ
い
て
の
取
組
み
状
況
・
考

え
方
及
び
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
示
せ

地
元
企
業
を
優
先
し
な
が
ら
早
期

発
注
に
努
め
、
適
正
な
工
期
の
設

定
や
年
間
を
通
じ
た
施
工
時
期
の
平
準

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
市

内
に
は
零
細
企
業
が
多
い
た
め
、
工
事

を
小
ロ
ッ
ト
化
し
発
注
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
技
術
者
の
確
保
が
難
し
く
入
札

に
参
加
出
来
な
い
企
業
が
出
る
等
、
発

注
時
期
に
つ
い
て
は
配
慮
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

第
１
四
半
期
（
４
〜
６
月
）
に
工

事
量
が
一
気
に
減
る
現
状
を
改
め
、

繰
越
明
許
費
の
早
期
設
定
に
よ
る
通
年

施
工
の
実
施
を
図
れ

繰
越
明
許
費
は
現
在
、
３
月
議
会

で
承
認
を
得
て
い
る
。
今
後
は
、

工
事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
工
期
延

長
に
よ
り
良
質
な
施
工
が
見
込
ま
れ
る

も
の
は
、
12
月
議
会
で
繰
越
の
承
認
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
第
１
四
半
期
の
工

事
量
が
増
え
、
平
準
化
が
図
ら
れ
る
と

問質般一問質般一

QA

QAQA

QA

こ
と
も
重
要
な
役
割
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
な
が

ら
、
市
民
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
、
信

頼
さ
れ
る
地
域
の
公
立
病
院
と
し
て
の

責
務
を
果
た
す
た
め
の
改
善
改
革
に
は

病
院
当
局
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

医
療
業
界
は
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
激
動
し
て
い
る
。
勤
務
医

と
信
頼
し
合
え
る
関
係
構
築
か
ら
も
、

管
理
部
長
や
そ
の
他
ス
タ
ッ
フ
は
10
年

ス
パ
ン
位
で
の
育
成
が
必
要
で
な
い
か

現
在
の
管
理
ス
タ
ッ
フ
は
、
半
数

が
長
期
勤
務
で
あ
り
、
医
療
に
精

通
し
て
い
る
点
で
は
問
題
は
な
い
。

　
ま
た
、
現
管
理
部
長
は
、
福
祉
行
政

で
活
躍
し
た
職
歴
か
ら
し
て
も
最
適
任

者
と
思
っ
て
い
る
。

　
市
立
病
院
の
人
事
配
置
に
つ
い
て
は
、

市
全
体
を
見
渡
し
て
適
材
適
所
を
も
っ

て
十
分
に
対
応
し
て
い
く
。

 

市
立
病
院

劣
悪
な
労
働
環
境
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
医
師
の
自
己
申
告
制
度
や

面
談
に
よ
り
要
望
や
苦
情
な
ど
を
聞
き

入
れ
て
、待
遇
改
善
を
行
っ
て
は
ど
う
か

勤
務
環
境
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
個
別
面
談
を
行
い
、
医
師
の

負
担
軽
減
と
処
遇
改
善
へ
病
院
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

軽
い
切
り
傷
等
で
深
夜
診
療
を
受

け
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
コ

ン
ビ
ニ
受
診
」
の
実
態
は
ど
う
か

時
間
外
受
診
者
は
月
平
均
で
１
３

０
人
ほ
ど
い
る
が
コ
ン
ビ
ニ
受
診

の
判
断
は
難
し
く
把
握
し
て
い
な
い
。

高
齢
者
の
対
策
は
自
治
体
病
院
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会
に
対
応

す
る
よ
う
な
総
合
病
院
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会

を
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
支
え
、

各
種
相
談
機
能
の
充
実
を
図
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
る

QA

QA

QQ AA

職
員
の
行
動
目
標
や
組
織
と
し
て

の
運
用
体
制
は
人
事
評
価
制
度
の

中
で
行
っ
て
い
る
の
か

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
重

点
事
業
を
選
択
す
る
際
の
指
針
と

な
る
組
織
目
標
を
行
政
分
野
ご
と
に
設

定
し
て
お
り
、
そ
の
組
織
目
標
に
貢
献

す
る
事
業
等
に
お
い
て
個
人
目
標
を
設

定
し
、
１
年
を
通
じ
て
事
業
や
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

 

旧
公
共
用
地
の
跡
地
利
用

旧
辰
口
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
や
辰
口

地
区
の
旧
保
育
園
の
跡
地
利
用
計

画
を
示
せ

旧
辰
口
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
跡
地
は

さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題

を
抱
え
な
が
ら
も
、
関
係
課
と
連
携
し

な
が
ら
鋭
意
協
議
を
続
け
て
い
る
。

　
旧
宮
竹
保
育
園
や
旧
岩
内
保
育
園
の

跡
地
は
、
人
口
増
加
や
少
子
化
対
策
に

も
繋
が
る
宅
地
と
し
て
売
却
す
る
こ
と

も
含
め
て
各
町
会
と
協
議
し
て
い
る
。

 

新
児
童
館
の
建
設
計
画

新
児
童
館
の
建
設
計
画
と
児
童
館

運
営
の
民
営
化
を
図
れ

来
年
度
か
ら
新
し
い
辰
口
児
童
館

の
建
設
を
辰
口
図
書
館
周
辺
で
計

画
し
、
中
央
小
学
校
区
で
二
児
童
館
の

整
理
統
合
配
置
に
よ
る
運
営
を
行
い
た

い
。
児
童
館
の
民
間
事
業
者
活
用
は
、

一
部
分
で
あ
る
が
、
民
間
の
力
も
借
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
触
れ
合
い
や
思
い
や
り
の
あ
る
心
を

育
む
情
操
教
育
の
充
実
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。

 

能
美
創
生
総
合
戦
略

現
在
の
策
定
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
策
定
行
程
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か

総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

な
枠
組
み
ま
で
は
作
業
を
終
え
て

い
る
。
重
要
業
績
評
価
指
数
で
あ
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
と
成
果
指
標
を
盛
り
込
み
、
そ
の

後
、
有
識
者
会
議
で
示
し
、
市
議
会
へ

の
説
明
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
経
て
、
２
月
末
に
策
定
を
終
え
た
い
。

QA

QAQA

QA

福
祉
課
内
に
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
健
康
福
祉
部
全

体
で
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
自
殺
防
止
対
策
指
針
を
策
定

し
対
策
に
取
り
組
む
と
共
に
、
自
殺
防

止
対
策
地
域
連
絡
協
議
会
を
設
置
。
市

役
所
内
の
関
係
者
の
連
絡
会
議
、
研
修

を
開
催
し
、
職
員
の
意
識
向
上
に
も
努

め
て
い
る
。

　
更
に
は
「
心
の
健
康
自
己
診
断
ツ
ー

ル
心
の
体
温
計
」
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
導
入
し
、
う
つ
病
の
早
期
発
見
の

手
段
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。

 

引
き
こ
も
り
の
対
策

引
き
こ
も
り
対
策
に
お
け
る
、
能

美
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は

市
と
し
て
は
、
基
本
的
な
対
人
関

係
を
結
ぶ
力
の
育
成
を
行
う
。

ま
た
、
教
育
と
児
童
福
祉
が
連
携
し
、

学
校
不
適
応
・
不
登
校
児
童
な
ど
の
学

校
お
よ
び
社
会
へ
の
復
帰
活
動
と
、
就

労
体
験
・
居
場
所
づ
く
り
事
業
を
通
し

て
発
達
障
害
児
な
ど
へ
の
自
立
支
援
を

強
化
す
る
。

 

潜
在
介
護
福
祉
士
の
現
状
と
将
来

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年
、
全
国

で
介
護
職
員
が
約
38
万
人
程
度
不
足
と

想
定
さ
れ
る
。
能
美
市
に
お
け
る
介
護

福
祉
士
の
現
状
と
対
策
は

平
成
27
年
１
月
で
は
、
市
内
介
護

所
に
お
け
る
職
員
数
は
５
８
６
人
、

ま
た
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
（
以

下
、
認
定
者
・
数
）
は
１
９
６
３
人
で

あ
り
、
１
人
の
介
護
職
員
が
担
う
認
定

者
は
３
・
35
人
。

　
平
成
37
年
に
お
け
る
能
美
市
の
認
定

者
数
は
２
５
６
０
人
と
推
測
さ
れ
る
が
、

介
護
職
員
数
は
７
６
４
人
必
要
と
見
込

ま
れ
る
為
、
１
７
８
人
の
不
足
が
想
定

さ
れ
る
。

　
人
材
確
保
の
対
策
と
し
て
、
石
川
県

が
進
め
る
人
材
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
な
ど
、
各
種
施
策
に
協
力
し
、
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

 

自
殺
対
策

自
殺
対
策
に
お
け
る
能
美
市
の
取

り
組
み
は
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田中 大佐久 議員
能美保守の会

南山 修一 議員
勉　誠

▲大切な人を失うことによる
　こころのケアを行う
　グリーフケア講演会▲旧宮竹保育園跡地の有効活用を

▲６次産業の取り組みを紹介する
　成果発表会

近藤 　博 議員
能美保守の会

仙台 謙三 議員
公明党

▲医師の負担軽減を図り、高度な医療に
　注力できる体制を
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考
え
て
い
る
。
次
年
度
、
平
成
28
年
度

12
月
補
正
予
算
よ
り
対
応
し
た
い
。

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
を
に
ら
み
、
農
業
従

事
者
の
支
援
を
図
れ

国
の
支
援
策
と
整
合
が
と
れ
る
よ

う
に
支
援
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

　
た
だ
、
現
状
の
よ
う
に
主
食
米
に
偏

重
し
た
農
業
は
も
は
や
限
界
に
き
て
い

る
。
今
後
は
、
能
美
市
独
自
の
制
度
で

あ
る
生
産
調
整
特
別
助
成
制
度
や
地
域

振
興
作
物
助
成
制
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
市
の
裁
量
で
補
助
金
の
単
価
が
決
め

ら
れ
る
国
の
産
地
交
付
金
見
直
し
等
で

検
討
し
た
い
。

六
次
産
業
の
強
化
・
拡
大
を
図
れ

付
加
価
値
に
よ
る
農
家
の
所
得

ア
ッ
プ
や
地
産
地
消
、
能
美
市
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
う
え
で
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
能
美
市
産
農
産
物
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事
業
で
課
題
が
見
え

て
き
て
お
り
、

課
題
を
解
消

す
る
た
め
に

制
度
の
見
直

し
や
強
化
・

拡
大
を
図
り

た
い
。

 

公
共
工
事
の
平
準
化

年
度
間
の
発
注
・
工
事
量
の
平
準

化
に
つ
い
て
の
取
組
み
状
況
・
考

え
方
及
び
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
示
せ

地
元
企
業
を
優
先
し
な
が
ら
早
期

発
注
に
努
め
、
適
正
な
工
期
の
設

定
や
年
間
を
通
じ
た
施
工
時
期
の
平
準

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
市

内
に
は
零
細
企
業
が
多
い
た
め
、
工
事

を
小
ロ
ッ
ト
化
し
発
注
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
技
術
者
の
確
保
が
難
し
く
入
札

に
参
加
出
来
な
い
企
業
が
出
る
等
、
発

注
時
期
に
つ
い
て
は
配
慮
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

第
１
四
半
期
（
４
〜
６
月
）
に
工

事
量
が
一
気
に
減
る
現
状
を
改
め
、

繰
越
明
許
費
の
早
期
設
定
に
よ
る
通
年

施
工
の
実
施
を
図
れ

繰
越
明
許
費
は
現
在
、
３
月
議
会

で
承
認
を
得
て
い
る
。
今
後
は
、

工
事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
工
期
延

長
に
よ
り
良
質
な
施
工
が
見
込
ま
れ
る

も
の
は
、
12
月
議
会
で
繰
越
の
承
認
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
第
１
四
半
期
の
工

事
量
が
増
え
、
平
準
化
が
図
ら
れ
る
と
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QAQA

QA

こ
と
も
重
要
な
役
割
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
な
が

ら
、
市
民
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
、
信

頼
さ
れ
る
地
域
の
公
立
病
院
と
し
て
の

責
務
を
果
た
す
た
め
の
改
善
改
革
に
は

病
院
当
局
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

医
療
業
界
は
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
り
激
動
し
て
い
る
。
勤
務
医

と
信
頼
し
合
え
る
関
係
構
築
か
ら
も
、

管
理
部
長
や
そ
の
他
ス
タ
ッ
フ
は
10
年

ス
パ
ン
位
で
の
育
成
が
必
要
で
な
い
か

現
在
の
管
理
ス
タ
ッ
フ
は
、
半
数

が
長
期
勤
務
で
あ
り
、
医
療
に
精

通
し
て
い
る
点
で
は
問
題
は
な
い
。

　
ま
た
、
現
管
理
部
長
は
、
福
祉
行
政

で
活
躍
し
た
職
歴
か
ら
し
て
も
最
適
任

者
と
思
っ
て
い
る
。

　
市
立
病
院
の
人
事
配
置
に
つ
い
て
は
、

市
全
体
を
見
渡
し
て
適
材
適
所
を
も
っ

て
十
分
に
対
応
し
て
い
く
。

 

市
立
病
院

劣
悪
な
労
働
環
境
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
医
師
の
自
己
申
告
制
度
や

面
談
に
よ
り
要
望
や
苦
情
な
ど
を
聞
き

入
れ
て
、待
遇
改
善
を
行
っ
て
は
ど
う
か

勤
務
環
境
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
個
別
面
談
を
行
い
、
医
師
の

負
担
軽
減
と
処
遇
改
善
へ
病
院
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

軽
い
切
り
傷
等
で
深
夜
診
療
を
受

け
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
コ

ン
ビ
ニ
受
診
」
の
実
態
は
ど
う
か

時
間
外
受
診
者
は
月
平
均
で
１
３

０
人
ほ
ど
い
る
が
コ
ン
ビ
ニ
受
診

の
判
断
は
難
し
く
把
握
し
て
い
な
い
。

高
齢
者
の
対
策
は
自
治
体
病
院
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会
に
対
応

す
る
よ
う
な
総
合
病
院
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か

こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会

を
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
支
え
、

各
種
相
談
機
能
の
充
実
を
図
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
る
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の
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目
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や
組
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と
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て
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運
用
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制
は
人
事
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価
制
度
の

中
で
行
っ
て
い
る
の
か

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
重

点
事
業
を
選
択
す
る
際
の
指
針
と

な
る
組
織
目
標
を
行
政
分
野
ご
と
に
設

定
し
て
お
り
、
そ
の
組
織
目
標
に
貢
献

す
る
事
業
等
に
お
い
て
個
人
目
標
を
設

定
し
、
１
年
を
通
じ
て
事
業
や
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
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辰
口
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や
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口

地
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の
旧
保
育
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の
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画
を
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せ

旧
辰
口
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
跡
地
は

さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題

を
抱
え
な
が
ら
も
、
関
係
課
と
連
携
し

な
が
ら
鋭
意
協
議
を
続
け
て
い
る
。

　
旧
宮
竹
保
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園
や
旧
岩
内
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園
の

跡
地
は
、
人
口
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加
や
少
子
化
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に

も
繋
が
る
宅
地
と
し
て
売
却
す
る
こ
と

も
含
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て
各
町
会
と
協
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る
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新
児
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館
の
建
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計
画

新
児
童
館
の
建
設
計
画
と
児
童
館

運
営
の
民
営
化
を
図
れ

来
年
度
か
ら
新
し
い
辰
口
児
童
館

の
建
設
を
辰
口
図
書
館
周
辺
で
計

画
し
、
中
央
小
学
校
区
で
二
児
童
館
の

整
理
統
合
配
置
に
よ
る
運
営
を
行
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た

い
。
児
童
館
の
民
間
事
業
者
活
用
は
、

一
部
分
で
あ
る
が
、
民
間
の
力
も
借
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
触
れ
合
い
や
思
い
や
り
の
あ
る
心
を

育
む
情
操
教
育
の
充
実
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も
努
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て
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。

 

能
美
創
生
総
合
戦
略

現
在
の
策
定
進
捗
状
況
及
び
今
後

の
策
定
行
程
は
ど
の
よ
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に
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て
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る
の
か
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合
戦
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に
つ
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て
は
、
基
本
的

な
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み
ま
で
は
作
業
を
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え
て

い
る
。
重
要
業
績
評
価
指
数
で
あ
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
と
成
果
指
標
を
盛
り
込
み
、
そ
の

後
、
有
識
者
会
議
で
示
し
、
市
議
会
へ

の
説
明
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
経
て
、
２
月
末
に
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定
を
終
え
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。
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に
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を
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し
、
健
康
福
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部
全

体
で
自
殺
対
策
に
取
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で
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る
。

　
ま
た
、
自
殺
防
止
対
策
指
針
を
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定

し
対
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に
取
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組
む
と
共
に
、
自
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止
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策
地
域
連
絡
協
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会
を
設
置
。
市

役
所
内
の
関
係
者
の
連
絡
会
議
、
研
修

を
開
催
し
、
職
員
の
意
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向
上
に
も
努

め
て
い
る
。

　
更
に
は
「
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の
健
康
自
己
診
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ル
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の
体
温
計
」
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
導
入
し
、
う
つ
病
の
早
期
発
見
の

手
段
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。

 

引
き
こ
も
り
の
対
策

引
き
こ
も
り
対
策
に
お
け
る
、
能

美
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は

市
と
し
て
は
、
基
本
的
な
対
人
関

係
を
結
ぶ
力
の
育
成
を
行
う
。

ま
た
、
教
育
と
児
童
福
祉
が
連
携
し
、

学
校
不
適
応
・
不
登
校
児
童
な
ど
の
学

校
お
よ
び
社
会
へ
の
復
帰
活
動
と
、
就

労
体
験
・
居
場
所
づ
く
り
事
業
を
通
し

て
発
達
障
害
児
な
ど
へ
の
自
立
支
援
を

強
化
す
る
。

 

潜
在
介
護
福
祉
士
の
現
状
と
将
来

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年
、
全
国

で
介
護
職
員
が
約
38
万
人
程
度
不
足
と

想
定
さ
れ
る
。
能
美
市
に
お
け
る
介
護

福
祉
士
の
現
状
と
対
策
は

平
成
27
年
１
月
で
は
、
市
内
介
護

所
に
お
け
る
職
員
数
は
５
８
６
人
、

ま
た
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
（
以

下
、
認
定
者
・
数
）
は
１
９
６
３
人
で

あ
り
、
１
人
の
介
護
職
員
が
担
う
認
定

者
は
３
・
35
人
。

　
平
成
37
年
に
お
け
る
能
美
市
の
認
定

者
数
は
２
５
６
０
人
と
推
測
さ
れ
る
が
、

介
護
職
員
数
は
７
６
４
人
必
要
と
見
込

ま
れ
る
為
、
１
７
８
人
の
不
足
が
想
定

さ
れ
る
。

　
人
材
確
保
の
対
策
と
し
て
、
石
川
県

が
進
め
る
人
材
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
な
ど
、
各
種
施
策
に
協
力
し
、
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

 

自
殺
対
策

自
殺
対
策
に
お
け
る
能
美
市
の
取

り
組
み
は

QA

AQA

Q

田中 大佐久 議員
能美保守の会

南山 修一 議員
勉　誠

▲大切な人を失うことによる
　こころのケアを行う
　グリーフケア講演会▲旧宮竹保育園跡地の有効活用を

▲６次産業の取り組みを紹介する
　成果発表会

近藤 　博 議員
能美保守の会

仙台 謙三 議員
公明党

▲医師の負担軽減を図り、高度な医療に
　注力できる体制を
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あ
る
種
公
益
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
っ

た
地
域
密
着
プ
ラ
ス
広
域
で
の
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

収
益
性
の
低
さ
が
運
営
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
る
。

最
初
は
小
さ
く
そ
し
て
次
第
に
大
き
く

育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

 

消
費
者
教
育

消
費
者
教
育
推
進
計
画
の
策
定
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

都
道
府
県
で
は
平
成
27
年
度
ま
で

に
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
さ

れ
、
石
川
県
で
は
今
年
、
平
成
27
年
３

月
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。
市
町
に
お
い

て
も
策
定
は
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
石
川
県
下
で
は
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
変
化
に
対
応
で
き
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
で
消
費
者
の
自

立
を
支
援
す
る
た

め
の
消
費
者
教
育

を
取
り
入
れ
た
体

制
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
消
費
者
教
育

推
進
計
画
の
策
定

に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

 

ま
ち
づ
く
り
会
社

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
能
美
市
の
ど

の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
組
織
な
の
か

地
域
包
括
ケ
ア
を
初
め
と
し
た
医

療
・
介
護
・
高
齢
者
対
策
や
空
き

家
問
題
、
移
住
・
定
住
対
策
、
そ
し
て
、

生
活
の
足
の
確
保
と
い
っ
た
地
域
交
通

対
策
を
包
括
的
に
捉
え
た
暮
ら
し
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
野
と
伝
統
工
芸

九
谷
焼
の
振
興
や
市
内
に
点
在
す
る
地

域
資
源
を
有
機
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

観
光
戦
略
の
展
開
な
ど
行
政
と
し
て
真

摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
以
外
の
主
体
が

か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
で
よ
り

効
果
的
で
あ
れ
ば
そ
の
課
題
解
決
の
社

会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
が
安
定
的
な
事

業
運
営
を
行
う
た
め
に
ど
の
よ
う

な
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
か

現
在
の
能
美
市
に
お
け
る
社
会
シ

ス
テ
ム
を
総
合
的
に
考
え
た
場
合
、

QQ AA

QA 保
と
指
導
力
向
上
の
為
に
教
職
員
研
修

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
総
務
省
と
文
部
科
学
省
の
連
携
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
「
私
た
ち
が
拓
く
日
本

の
未
来
」
の
教
師
用
指
導
資
料
が
文
科

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
指
導
資
料
は
指
導
上
の
政
治

的
中
立
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
留
意
点
、

ま
た
政
治
的
教
養
を
育
む
教
育
を
実
際

に
授
業
で
行
う
場
合
の
留
意
点
が
Ｑ
＆

Ａ
で
示
さ
れ
て
お
り
非
常
に
わ
か
り
や

す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
教
育
委
員
会
全

体
や
各
学
校
単
位
で
の
研
修
を
充
実
さ

せ
、
授
業
を
行
う
上
で
の
適
切
な
指
導

法
や
留
意
点
、
政
治
的
中
立
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
法
令
に
沿
っ
て
適

切
な
主
権
者
教
育
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

 

主
権
者
教
育

70
年
ぶ
り
に
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
市
内
生
徒
に
対
す

る
主
権
者
教
育
に
お
け
る
市
の
見
解
は

改
正
公
職
選
挙
法
を
受
け
、
主
権

者
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
地
方
自
治
や
政
治
な
ど
に

関
し
て
、
知
識
の
み
な
ら
ず
模
擬
投
票
、

子
ど
も
議
会
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
や
市

議
会
と
も
協
力
し
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

学
校
現
場
で
教
員
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
政
治
的
中
立
性
が
求
め
ら
れ

る
。
市
内
の
小
中
学
校
の
教
員
の
政
治

的
中
立
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い

く
の
か教

育
基
本
法
第
14
条
に
定
め
る
政

治
的
教
養
の
尊
重
及
び
政
治
的
中

立
性
の
確
保
の
規
定
を
踏
ま
え
、
学
習

指
導
要
領
に
従
い
適
切
な
指
導
が
な
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
従
っ
て
教
員
の
政
治
的
中
立
性
の
担

QAQA

全
て
の
職
員
に
対
す
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
遵
守
を

初
め
、
内
部
統
制
の
徹
底
と
い
っ
た
人

的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
基
本
に
取
り

組
み
、
必
要
な
物
理
的
・
技
術
的
対
策

を
行
う
。
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
中
、
今
一
度
運
用
面
も
含
め

た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
検
証
し
た
い
。

 

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
用

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
３
カ
所

と
な
っ
た
こ
と
で
相
談
件
数
や
業

務
内
容
は
従
来
と
比
べ
て
ど
う
か

新
規
の
相
談
件
数
は
２
倍
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
内
容
は
今
ま
で
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
総
合
相
談
と
し
て
、
家
庭
訪
問
も

セ
ッ
ト
で
実
施
し
、
き
め
細
や
か
な
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
や
民
生
委
員

か
ら
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談
で
き

る
利
便
性
や
家
庭
訪
問
が
即
行
わ
れ
る

こ
と
へ
の
信
頼
性
に
対
し
て
好
評
価
を

得
て
い
る
。

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

現
在
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

シ
ス
テ
ム
の
内
容
と
導
入
時
期
は

市
の
情
報
資
産
を
様
々
な
脅
威
か

ら
防
御
す
る
た
め
平
成
25
年
度
に

導
入
し
、
端
末
内
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

監
視
、
外
部
媒
体
の
利
用
の
制
御
、
職

員
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
・
閲
覧
・
複
製
・

印
刷
等
の
操
作
記
録
を
一
元
的
に
管
理

し
内
部
統
制
を
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

精
通
し
た
人
材
を
配
置
せ
よ

民
間
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
で
従
事
し
た
技

術
者
を
職
員
と
し
て
採
用
す
る
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
高
い
職
員
の
確

保
に
努
め
て
お
り
、
今
後
は
担
当
職
員

を
北
陸
先
端
大
に
短
期
入
学
さ
せ
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。
庁
内
の
ネ
ッ
ト

や
シ
ス
テ
ム
環
境
に
対
し
、
国
か
ら
求

め
ら
れ
る
再
構
築
の
要
件
や
確
保
す
べ

き
人
材
の
レ
ベ
ル
を
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
具
体

的
遵
守
項
目
を
再
検
証
せ
よ

▲サイバー攻撃を想定した防御実演に
　市職員も参加

Q AA
生
活
介
護
の
訪
問
介
護
に
こ
そ
専

門
職
の
派
遣
が
必
要
で
な
い
か

生
活
支
援
と
生
活
介
護
を
ど
う
区

分
し
、
ど
う
い
う
専
門
職
が
担
っ

て
い
く
の
か
、
ま
た
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
は
、

介
護
専
門
部
会
で
協
議
し
て
い
く
。

予
防
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
高
齢

化
社
会
に
必
要
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
市
独
自
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
市

の
見
解
は
ど
う
か

新
総
合
事
業
や
一
般
介
護
予
防
事

業
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
組
み

合
わ
せ
て
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

対
象
者
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振

り
分
け
る
の
は
や
め
る
べ
き

国
の
総
合
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
実
施
す
る
。
認
定
調
査
や

審
査
会
結
果
を
待
た
ず
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
で
き
る
た
め
喜
ば
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
対
象
者
選
定
方
法
も
含
め
て
、

今
後
、
介
護
専
門
部
会
で
検
討
す
る
。

 

高
齢
者
の
貧
困
問
題

貧
困
率
16
・
１
％
。
高
齢
者
は
病

気
や
介
護
で
一
気
に
「
老
後
破

産
」
へ
追
い
込
ま
れ
る
。
高
齢
者
の
実

態
調
査
を
す
べ
き
で
な
い
か

３
年
に
一
度
高
齢
者
実
態
把
握
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
来
年
度
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
経
済
状
況
を

き
く
設
問
を
設
け
て
把
握
す
る
。

市
営
住
宅
入
居
に
際
し
、
連
帯
保

証
人
免
除
を
制
度
化
す
べ
き

平
成
24
年
度
に
市
営
住
宅
管
理
の

適
正
運
営
に
関
す
る
検
討
会
を
開

催
し
、
そ
の
結
果
、
特
別
な
事
情
が
あ

る
人
は
連
帯
保
証
人
の
連
署
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

 

介
護
保
険
制
度

新
総
合
事
業
で
現
行
サ
ー
ビ
ス
は

そ
の
ま
ま
使
え
る
の
か

通
所
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
度

ま
で
は
、
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る

が
、
介
護
認
定
更
新
時
に
、
随
時
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
さ
せ
て
い
く
。

▲選挙の仕組みや投票の意義について理解を深める模擬投票

QAQA

QAQA QA

QAQAQQ A

山本 　悟 議員
能美保守の会

森　 善克 議員
能美保守の会

▲高齢者にやさしい施策の展開を

▲移住者支援制度の更なる充実を

橋本 崇史 議員
喜政会

近藤 啓子 議員
日本共産党
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あ
る
種
公
益
性
と
企
業
性
を
併
せ
持
っ

た
地
域
密
着
プ
ラ
ス
広
域
で
の
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

収
益
性
の
低
さ
が
運
営
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
る
。

最
初
は
小
さ
く
そ
し
て
次
第
に
大
き
く

育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

 

消
費
者
教
育

消
費
者
教
育
推
進
計
画
の
策
定
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

都
道
府
県
で
は
平
成
27
年
度
ま
で

に
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
さ

れ
、
石
川
県
で
は
今
年
、
平
成
27
年
３

月
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。
市
町
に
お
い

て
も
策
定
は
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
石
川
県
下
で
は
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
変
化
に
対
応
で
き
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
で
消
費
者
の
自

立
を
支
援
す
る
た

め
の
消
費
者
教
育

を
取
り
入
れ
た
体

制
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
消
費
者
教
育

推
進
計
画
の
策
定

に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

 

ま
ち
づ
く
り
会
社

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
能
美
市
の
ど

の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
組
織
な
の
か

地
域
包
括
ケ
ア
を
初
め
と
し
た
医

療
・
介
護
・
高
齢
者
対
策
や
空
き

家
問
題
、
移
住
・
定
住
対
策
、
そ
し
て
、

生
活
の
足
の
確
保
と
い
っ
た
地
域
交
通

対
策
を
包
括
的
に
捉
え
た
暮
ら
し
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
野
と
伝
統
工
芸

九
谷
焼
の
振
興
や
市
内
に
点
在
す
る
地

域
資
源
を
有
機
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

観
光
戦
略
の
展
開
な
ど
行
政
と
し
て
真

摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
以
外
の
主
体
が

か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
で
よ
り

効
果
的
で
あ
れ
ば
そ
の
課
題
解
決
の
社

会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
が
安
定
的
な
事

業
運
営
を
行
う
た
め
に
ど
の
よ
う

な
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
か

現
在
の
能
美
市
に
お
け
る
社
会
シ

ス
テ
ム
を
総
合
的
に
考
え
た
場
合
、

QQ AA

QA 保
と
指
導
力
向
上
の
為
に
教
職
員
研
修

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
総
務
省
と
文
部
科
学
省
の
連
携
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
「
私
た
ち
が
拓
く
日
本

の
未
来
」
の
教
師
用
指
導
資
料
が
文
科

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
指
導
資
料
は
指
導
上
の
政
治

的
中
立
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
留
意
点
、

ま
た
政
治
的
教
養
を
育
む
教
育
を
実
際

に
授
業
で
行
う
場
合
の
留
意
点
が
Ｑ
＆

Ａ
で
示
さ
れ
て
お
り
非
常
に
わ
か
り
や

す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
教
育
委
員
会
全

体
や
各
学
校
単
位
で
の
研
修
を
充
実
さ

せ
、
授
業
を
行
う
上
で
の
適
切
な
指
導

法
や
留
意
点
、
政
治
的
中
立
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
法
令
に
沿
っ
て
適

切
な
主
権
者
教
育
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

 

主
権
者
教
育

70
年
ぶ
り
に
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
市
内
生
徒
に
対
す

る
主
権
者
教
育
に
お
け
る
市
の
見
解
は

改
正
公
職
選
挙
法
を
受
け
、
主
権

者
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
地
方
自
治
や
政
治
な
ど
に

関
し
て
、
知
識
の
み
な
ら
ず
模
擬
投
票
、

子
ど
も
議
会
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
や
市

議
会
と
も
協
力
し
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

学
校
現
場
で
教
員
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
政
治
的
中
立
性
が
求
め
ら
れ

る
。
市
内
の
小
中
学
校
の
教
員
の
政
治

的
中
立
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い

く
の
か教

育
基
本
法
第
14
条
に
定
め
る
政

治
的
教
養
の
尊
重
及
び
政
治
的
中

立
性
の
確
保
の
規
定
を
踏
ま
え
、
学
習

指
導
要
領
に
従
い
適
切
な
指
導
が
な
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
従
っ
て
教
員
の
政
治
的
中
立
性
の
担

QAQA

全
て
の
職
員
に
対
す
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
遵
守
を

初
め
、
内
部
統
制
の
徹
底
と
い
っ
た
人

的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
基
本
に
取
り

組
み
、
必
要
な
物
理
的
・
技
術
的
対
策

を
行
う
。
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
中
、
今
一
度
運
用
面
も
含
め

た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
検
証
し
た
い
。

 

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
用

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
３
カ
所

と
な
っ
た
こ
と
で
相
談
件
数
や
業

務
内
容
は
従
来
と
比
べ
て
ど
う
か

新
規
の
相
談
件
数
は
２
倍
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
内
容
は
今
ま
で
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
総
合
相
談
と
し
て
、
家
庭
訪
問
も

セ
ッ
ト
で
実
施
し
、
き
め
細
や
か
な
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
や
民
生
委
員

か
ら
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談
で
き

る
利
便
性
や
家
庭
訪
問
が
即
行
わ
れ
る

こ
と
へ
の
信
頼
性
に
対
し
て
好
評
価
を

得
て
い
る
。

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

現
在
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

シ
ス
テ
ム
の
内
容
と
導
入
時
期
は

市
の
情
報
資
産
を
様
々
な
脅
威
か

ら
防
御
す
る
た
め
平
成
25
年
度
に

導
入
し
、
端
末
内
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

監
視
、
外
部
媒
体
の
利
用
の
制
御
、
職

員
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
・
閲
覧
・
複
製
・

印
刷
等
の
操
作
記
録
を
一
元
的
に
管
理

し
内
部
統
制
を
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

精
通
し
た
人
材
を
配
置
せ
よ

民
間
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
で
従
事
し
た
技

術
者
を
職
員
と
し
て
採
用
す
る
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
高
い
職
員
の
確

保
に
努
め
て
お
り
、
今
後
は
担
当
職
員

を
北
陸
先
端
大
に
短
期
入
学
さ
せ
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。
庁
内
の
ネ
ッ
ト

や
シ
ス
テ
ム
環
境
に
対
し
、
国
か
ら
求

め
ら
れ
る
再
構
築
の
要
件
や
確
保
す
べ

き
人
材
の
レ
ベ
ル
を
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
具
体

的
遵
守
項
目
を
再
検
証
せ
よ

▲サイバー攻撃を想定した防御実演に
　市職員も参加

Q AA
生
活
介
護
の
訪
問
介
護
に
こ
そ
専

門
職
の
派
遣
が
必
要
で
な
い
か

生
活
支
援
と
生
活
介
護
を
ど
う
区

分
し
、
ど
う
い
う
専
門
職
が
担
っ

て
い
く
の
か
、
ま
た
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
は
、

介
護
専
門
部
会
で
協
議
し
て
い
く
。

予
防
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
高
齢

化
社
会
に
必
要
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
市
独
自
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
市

の
見
解
は
ど
う
か

新
総
合
事
業
や
一
般
介
護
予
防
事

業
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
組
み

合
わ
せ
て
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

対
象
者
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振

り
分
け
る
の
は
や
め
る
べ
き

国
の
総
合
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
実
施
す
る
。
認
定
調
査
や

審
査
会
結
果
を
待
た
ず
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
で
き
る
た
め
喜
ば
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
対
象
者
選
定
方
法
も
含
め
て
、

今
後
、
介
護
専
門
部
会
で
検
討
す
る
。

 

高
齢
者
の
貧
困
問
題

貧
困
率
16
・
１
％
。
高
齢
者
は
病

気
や
介
護
で
一
気
に
「
老
後
破

産
」
へ
追
い
込
ま
れ
る
。
高
齢
者
の
実

態
調
査
を
す
べ
き
で
な
い
か

３
年
に
一
度
高
齢
者
実
態
把
握
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
来
年
度
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
経
済
状
況
を

き
く
設
問
を
設
け
て
把
握
す
る
。

市
営
住
宅
入
居
に
際
し
、
連
帯
保

証
人
免
除
を
制
度
化
す
べ
き

平
成
24
年
度
に
市
営
住
宅
管
理
の

適
正
運
営
に
関
す
る
検
討
会
を
開

催
し
、
そ
の
結
果
、
特
別
な
事
情
が
あ

る
人
は
連
帯
保
証
人
の
連
署
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

 

介
護
保
険
制
度

新
総
合
事
業
で
現
行
サ
ー
ビ
ス
は

そ
の
ま
ま
使
え
る
の
か

通
所
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
度

ま
で
は
、
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る

が
、
介
護
認
定
更
新
時
に
、
随
時
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
さ
せ
て
い
く
。

▲選挙の仕組みや投票の意義について理解を深める模擬投票

QAQA

QAQA QA

QAQAQQ A

山本 　悟 議員
能美保守の会

森　 善克 議員
能美保守の会

▲高齢者にやさしい施策の展開を

▲移住者支援制度の更なる充実を

橋本 崇史 議員
喜政会

近藤 啓子 議員
日本共産党



第48号　能美市議会だより第48号　能美市議会だより 1213

　常任委員会の任期は、2年間と定められています。
　これにより、11月10日に「平成27年第1回能美市議会臨時会」が開催され、新たな常任委員会の
構成が決まりました。
　また、議会運営委員会の正副委員長が交代したほか、広報機能の充実を図るため、広報特別委員会
の委員を1名増員することになりました。
　新たな体制となった委員会の構成をご紹介致します。

平成27年第1回能美市議会臨時会

常任委員会の組織が新しくなりました

【主な所管事項】
農業や産業の振興、都市計画、上下水道、九谷焼振興、中山間地振興、
道路、河川 など

橋本　崇史
副委員長

北野　哲
委員長

杉田　隆一
委員

山本　悟
委員

居村　清二
委員

開道　昌信
副委員長

南山　修一
委員長

近藤　啓子
委員

森　善克
委員

田中大佐久
委員嵐　昭夫

委員

近藤　博
副委員長

倉元　正順
委員長

東　正幸
委員

山口　慧子
委員

仙台　謙三
委員

田中策次郎
委員

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
（
正
副
委
員
長
交
代
）

委
員
長
　
　
　
東
　
　
正
幸

副
委
員
長
　
　
北
野
　
　
哲

委
員
　
　
　
　
倉
元
　
正
順

南
山
　
修
一

嵐
　
　
昭
夫

田
中
策
次
郎

橋
本
　
崇
史

●
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
嵐
　
　
昭
夫

副
委
員
長
　
　
田
中
大
佐
久

委
員
　
　
　
　
開
道
　
昌
信

田
中
策
次
郎

橋
本
　
崇
史

近
藤
　
　
博
（
新
任
）

仙
台
　
謙
三

議会報告会等を通じて、
日頃の議会活動や定例会での
審査内容をご紹介していきます

広
報
機
能
を
充
実

　〜
広
報
特
別
委
員
を
１
名
増
員
〜

【主な所管事項】
行財政、市総合計画、まちづくり推進、環境衛生、防災、交通安全
など

総 務
常任委員会

【主な所管事項】
少子高齢化、医療福祉、介護保険、保育行政、義務教育、生涯学習、
スポーツ、市立病院 など

産 業
経 済
常任委員会

教 育
福 祉
常任委員会

　市民にわかりやすく、開かれた議会づくりに向けて、市民の議会に対する意見や提言を把握し、今後の議
会活動や議会改革に反映させることを目的に「市民アンケート調査」を実施しました。
　この度、市民アンケートの調査結果がまとまりましたので、その一部をご紹介致します。

● 調査対象：20歳から79歳までの市民2,000名（住民基本台帳から無作為抽出）

● 調査方法：郵送による配布回収（無記名回収）
● 調査期間：平成27年7月1日（水）～15日（水）
● 回収状況：748名（回収率37.4％）

調査の概要

　ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、

議
会
や
議
員
へ
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
場
合

は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【年齢（年代）】【市議会への関心・評価】【「議会だより」を読んでいるか】

ある
15.5％

少しはある
65.5％

関心のある
記事だけ読む
53.7％

全く
読まない
14.0％

ほとんど
読まない
21.7％

どの記事
も読む
10.6％ ない

19.0％

20歳代
8.6％

30歳代
12.5％

40歳代
22.3％

50歳代
16.8％

60歳代
22.4％

70歳代
17.4％

◆本会議の傍聴

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

5.0％

10.3％

15.9％

0.8％

72.7％

議場で傍聴したことがある

インターネットで見たことがある

見たことがない

お寄せいただいたご意見・ご要望（主なもの）
議会への興味を持つために、情報発信を分か
りやすく、親しみやすいものにしてほしい。
議会だよりの配色やレイアウト等を工夫し、
若い人も「読んでみたい」と思えるような内
容にしてほしい。
議員とつながりのない市民の意見を収集して
ほしい。
ＳＮＳなどを利用して若者が気軽に参加でき
るようにするべき。

アンケートで市民の声を聞くことはうれしい。
議会だよりを読んで活動が理解できる。
市議会に関心がなかったが、これからは議会
だよりを読んでみたい。
議会の情報がホームページに掲載されている
ことを初めて知った。
活動状況がわからず議会が身近に感じられな
い。

　今号では、広報広聴に関するご意見・ご要望の一部をご紹介させていただきました。これらのご意
見をもとに、議会の活性化に関する検討会が中心となって議論を進めてまいります。
　今後の取り組み内容につきましては、議会だより等を通じて、随時、お知らせしていきます。

ケーブルテレビの生中継で
見たことがある

ケーブルテレビの録画放送で
見たことがある

～ 今後の議会活動や議会改革に反映していきます ～～ 今後の議会活動や議会改革に反映していきます ～

「市民アンケート調査」に
ご協力、ありがとうございました！！

「市民アンケート調査」に
ご協力、ありがとうございました！！
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日頃の議会活動や定例会での
審査内容をご紹介していきます
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2度にわたる政治倫理条例違反の責任を問う
新たに山口議員の辞職勧告を決議

政
治
的
道
義
的
責
任
は
免
れ
な
い

反対

※山口議員は、自身に関する事件であるため除斥。米田議長は採決に加わりません。

○＝賛成、●＝反対【賛否一覧】山口慧子議員に対する議員辞職勧告決議
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看
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に
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に
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も
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し
た
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す
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。
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求
め
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。

　山口慧子議員（日本共産党）の子が、２度にわたり能美市立
保育園の新築工事の下請け工事を受注したことが明らかとなり、
能美市議会議員政治倫理条例に違反したとして、９月に議長か
ら辞職勧告を受けていた山口慧子議員に対する「議員辞職勧告
決議」が今回新たに提出されました。決議の提案者である居村
清二副議長が提案理由を述べたあと、近藤啓子議員が反対討論
を、東正幸議員、北野哲議員、橋本崇史議員が賛成討論を述べ
ました。
　この決議は、近藤啓子議員を除く、全議員が賛成し「議員辞
職勧告決議」が賛成多数で可決されました。

提案理由を説明する
居村清二副議長

　能美市が発注した公共工事に関して、
山口議員の子が経営する企業が工事の
下請を受注。市議会政治倫理条例に違
反するとの調査請求が提出。

【これまでの経緯】
調査請求書の受理

　違反行為の有無を審査するために政
治倫理審査会（会長：東 正幸議員）を
設置。

政治倫理審査会の開催

　９回にわたる審査を終え、東会長は
「市議会政治倫理条例に違反する行為
があった」と議長に報告。

審査結果報告書を議長に提出

　審査会の報告を受けた米田議長は山
口議員に対する措置を議会運営委員会
に諮問。

議会運営委員会に諮問

　議会運営委員会からの答申を受け、
議長が山口議員に対して議員の辞職を
勧告。

辞職を勧告
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、政
治
倫
理
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に
違
反
し
た
と
認
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れ
る
議
員
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対
し
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、議
員
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勧
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や
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の
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告
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す
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置
を
講
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こ

と
が
で
き
る
。

　能美市議会政治倫理条例について議会や市民の
皆様に多大な迷惑をかけたことに対してお詫びす
る。１点目、条例違反を行っていること、２点目
辞職勧告以後の発言や行動について行き過ぎた点
があったことについて深くお詫びをしたい。ただ、
議員の間では既に本人は行き過ぎた点には謝罪を
している。さらに日本共産党の会派としても議論
を重ねたが2ヶ月間放置したわけではなく山口議員
本人の体調不良によるもので、やっと議会に顔が
出せるように回復した状態であった。
　また、条例違反に対する政治的社会的な責任は
免れないと深く受け止めているが、本人の弁にも
あるようにこれまで以上に住民
の苦難軽減のために努力してい
きたいと会派として結論を出し
た。最後に山口議員は26年間市
民の声を受け止め様々なところ
で議員活動をしており市民の期
待もあるため、本人の謝罪と状
況を踏まえ辞職勧告決議を出さ
れないように求めたい。

対応の遅れは
　本人の体調不良賛成

　9月17日に議長より出された辞職勧告をうけ、何
の音沙汰もなく3週間が経過した。その後10月8日
に謝罪したいと申し出があったが山口議員は体調
不良とのことで謝罪の場に姿を見せず、その後の
議会公務も欠席し、他の議員が代理として謝罪し
ている。そして2ヶ月あまり経過後、突然議員を続
けたい旨の発言と謝罪があった。
　長きに渡り、当事者の山口議員が何の釈明もな
い態度は、市民を代表する者として説明責任を回
避するものであると同時に能美市議会発足以来と
なる大変不名誉な｢辞職勧告｣を発せざるを得な
かった議長の苦渋の決断をないがしろにするもの
であり、断固容認できない。
　また、議会議員は人格と倫理
向上に努めるために、山口議員
をふくめた合併当時の能美市議
会47人が率先して、自ら｢政治
倫理条例｣を制定している。こ
の厳粛な条例を二度にわたり違
反した行為は決して見過ごすわ
けにはいかない。

説明責任を
　回避している

近藤 啓子 議員東　正幸 議員

賛成

　議員自ら律する姿勢があまりに欠如している。
10月8日、山口議員は体調不良で議会運営委員会で
の謝罪には同席せず、また午後の議会日程も欠席
しているが、その日の夜、山口議員本人のブログ
において温泉地で同窓会に参加している様子を記
載。また、10月11・12日、ブログにおいては慰労
会として大宰府天満宮に旅行していることを記載
している。はたして体調不良とは本当に真実なの
か。山口議員においては一連のことに対して真実
を語り、自ら出所進退を明らかにすべきである。
　議会議員は法を遵守するだけでなく、市民の模
範となるように期待されている。今回の事件は議
会改革を道半ばにして、能美市
議会にとって大きなマイナスに
なったことは言うまでもなく、
失った信頼を回復しなければな
らないのは能美市議会である。
しかしながら山口議員の一連の
言動は無責任極まりないもので
あり、市民から選ばれた議員と
して期待を裏切る以外の何もの
でもない。

真実を語り
　進退を明らかに賛成

　山口議員は子が経営する企業が下請け工事をし
ている際に、議会活動と総じて、工事単価の入っ
た設計書、あるいは単価を抜いた設計書を2度も資
料請求した行為は明らかに議会活動の範疇を超え
ており、政治倫理条例3条にあるその職務に関して
不正の疑惑をもたれるおそれのある行為をしない
ことにも明らかに違反している。
　今回の事件について、地方自治法上、特段の罰
則はないが、私たち議員が作った倫理条例を自ら
違反したのは明らか。その責任を全く取らないの
であれば、今後、私たち議員が審議し議決した条
例を市民は守っていけるのか。一般企業に置き換
えて考えれば、法律上なんら問題なくともその会
社の社内規則に違反すれば、懲戒
解雇や責任を取らされる可能性は
当然であり、世間の常識を議会の
非常識にすることは断じて許すこ
とはできない。
　山口議員においてはこのまま何
の責任も取らないのであれば、能
美市議会の信頼を大きく失墜させ
るものである。

議員は自ら
　条例を守るべき

北野　哲 議員橋本 崇史 議員

能
美
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例

？

討　論
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※山口議員は、自身に関する事件であるため除斥。米田議長は採決に加わりません。

○＝賛成、●＝反対【賛否一覧】山口慧子議員に対する議員辞職勧告決議
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市
政
の
担
い

手
た
る
私
た
ち

議
員
は
、
市
民

全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
市
民
の

信
頼
に
値
す
る

政
治
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
り
、
山
口
慧
子

議
員
の
２
度
に
わ
た
る
政
治
倫
理
条
例
違
反

は
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
。

　
辞
職
勧
告
後
、
日
本
共
産
党
会
派
に
お
い

て
は
「
辞
職
勧
告
を
重
く
受
け
止
め
、
真
摯

に
対
応
し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た

が
、
今
日
に
至
る
ま
で
山
口
慧
子
議
員
か
ら
、

事
実
関
係
並
び
に
出
処
進
退
に
つ
い
て
何
の

説
明
も
な
い
ま
ま
２
か
月
余
り
が
経
過
し
た
。

　
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
自
ら
の

出
処
進
退
を
忌
避
す
る
行
為
は
、
政
治
倫
理

条
例
に
基
づ
く
決
定
を
著
し
く
軽
視
す
る
も

の
で
あ
り
、
市
議
会
と
し
て
は
決
し
て
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
山
口
慧
子
議
員
の
一
連
の
言
動
は
市
民
に

対
し
て
そ
の
政
治
的
・
道
義
的
責
任
を
免
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
政
治
倫

理
条
例
を
遵
守
で
き
な
い
山
口
慧
子
議
員
に

お
い
て
は
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
議
員
を
辞

職
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　山口慧子議員（日本共産党）の子が、２度にわたり能美市立
保育園の新築工事の下請け工事を受注したことが明らかとなり、
能美市議会議員政治倫理条例に違反したとして、９月に議長か
ら辞職勧告を受けていた山口慧子議員に対する「議員辞職勧告
決議」が今回新たに提出されました。決議の提案者である居村
清二副議長が提案理由を述べたあと、近藤啓子議員が反対討論
を、東正幸議員、北野哲議員、橋本崇史議員が賛成討論を述べ
ました。
　この決議は、近藤啓子議員を除く、全議員が賛成し「議員辞
職勧告決議」が賛成多数で可決されました。

提案理由を説明する
居村清二副議長

　能美市が発注した公共工事に関して、
山口議員の子が経営する企業が工事の
下請を受注。市議会政治倫理条例に違
反するとの調査請求が提出。

【これまでの経緯】
調査請求書の受理

　違反行為の有無を審査するために政
治倫理審査会（会長：東 正幸議員）を
設置。

政治倫理審査会の開催

　９回にわたる審査を終え、東会長は
「市議会政治倫理条例に違反する行為
があった」と議長に報告。

審査結果報告書を議長に提出

　審査会の報告を受けた米田議長は山
口議員に対する措置を議会運営委員会
に諮問。

議会運営委員会に諮問

　議会運営委員会からの答申を受け、
議長が山口議員に対して議員の辞職を
勧告。

辞職を勧告

　
議
員
が
、市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
市
民

の
信
頼
に
値
す
る
政
治
責
任
を
自
覚
し
、自
己

の
地
位
に
よ
る
影
響
力
を
不
正
に
行
使
し
て
、

自
己
の
利
益
を
図
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
議
員
は
、品
位
と
名
誉
を
損
な
う
一
切
の
行

為
を
慎
み
、そ
の
職
務
に
関
し
不
正
の
疑
惑
を

持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い
等
の

政
治
倫
理
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、ま
た
、議
員
本
人
や
２
親
等
以
内
の

血
族
等
が
経
営
す
る
企
業
は
、市
発
注
の
工
事

や
下
請
け
工
事
を
辞
退
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

　
議
長
は
、政
治
倫
理
基
準
に
違
反
し
た
と
認

め
ら
れ
る
議
員
に
対
し
て
、議
員
の
辞
職
勧
告

を
行
う
こ
と
や
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の

警
告
を
発
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

　能美市議会政治倫理条例について議会や市民の
皆様に多大な迷惑をかけたことに対してお詫びす
る。１点目、条例違反を行っていること、２点目
辞職勧告以後の発言や行動について行き過ぎた点
があったことについて深くお詫びをしたい。ただ、
議員の間では既に本人は行き過ぎた点には謝罪を
している。さらに日本共産党の会派としても議論
を重ねたが2ヶ月間放置したわけではなく山口議員
本人の体調不良によるもので、やっと議会に顔が
出せるように回復した状態であった。
　また、条例違反に対する政治的社会的な責任は
免れないと深く受け止めているが、本人の弁にも
あるようにこれまで以上に住民
の苦難軽減のために努力してい
きたいと会派として結論を出し
た。最後に山口議員は26年間市
民の声を受け止め様々なところ
で議員活動をしており市民の期
待もあるため、本人の謝罪と状
況を踏まえ辞職勧告決議を出さ
れないように求めたい。

対応の遅れは
　本人の体調不良賛成

　9月17日に議長より出された辞職勧告をうけ、何
の音沙汰もなく3週間が経過した。その後10月8日
に謝罪したいと申し出があったが山口議員は体調
不良とのことで謝罪の場に姿を見せず、その後の
議会公務も欠席し、他の議員が代理として謝罪し
ている。そして2ヶ月あまり経過後、突然議員を続
けたい旨の発言と謝罪があった。
　長きに渡り、当事者の山口議員が何の釈明もな
い態度は、市民を代表する者として説明責任を回
避するものであると同時に能美市議会発足以来と
なる大変不名誉な｢辞職勧告｣を発せざるを得な
かった議長の苦渋の決断をないがしろにするもの
であり、断固容認できない。
　また、議会議員は人格と倫理
向上に努めるために、山口議員
をふくめた合併当時の能美市議
会47人が率先して、自ら｢政治
倫理条例｣を制定している。こ
の厳粛な条例を二度にわたり違
反した行為は決して見過ごすわ
けにはいかない。

説明責任を
　回避している

近藤 啓子 議員東　正幸 議員

賛成

　議員自ら律する姿勢があまりに欠如している。
10月8日、山口議員は体調不良で議会運営委員会で
の謝罪には同席せず、また午後の議会日程も欠席
しているが、その日の夜、山口議員本人のブログ
において温泉地で同窓会に参加している様子を記
載。また、10月11・12日、ブログにおいては慰労
会として大宰府天満宮に旅行していることを記載
している。はたして体調不良とは本当に真実なの
か。山口議員においては一連のことに対して真実
を語り、自ら出所進退を明らかにすべきである。
　議会議員は法を遵守するだけでなく、市民の模
範となるように期待されている。今回の事件は議
会改革を道半ばにして、能美市
議会にとって大きなマイナスに
なったことは言うまでもなく、
失った信頼を回復しなければな
らないのは能美市議会である。
しかしながら山口議員の一連の
言動は無責任極まりないもので
あり、市民から選ばれた議員と
して期待を裏切る以外の何もの
でもない。

真実を語り
　進退を明らかに賛成

　山口議員は子が経営する企業が下請け工事をし
ている際に、議会活動と総じて、工事単価の入っ
た設計書、あるいは単価を抜いた設計書を2度も資
料請求した行為は明らかに議会活動の範疇を超え
ており、政治倫理条例3条にあるその職務に関して
不正の疑惑をもたれるおそれのある行為をしない
ことにも明らかに違反している。
　今回の事件について、地方自治法上、特段の罰
則はないが、私たち議員が作った倫理条例を自ら
違反したのは明らか。その責任を全く取らないの
であれば、今後、私たち議員が審議し議決した条
例を市民は守っていけるのか。一般企業に置き換
えて考えれば、法律上なんら問題なくともその会
社の社内規則に違反すれば、懲戒
解雇や責任を取らされる可能性は
当然であり、世間の常識を議会の
非常識にすることは断じて許すこ
とはできない。
　山口議員においてはこのまま何
の責任も取らないのであれば、能
美市議会の信頼を大きく失墜させ
るものである。

議員は自ら
　条例を守るべき

北野　哲 議員橋本 崇史 議員

能
美
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例

？

討　論



能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。
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広報特別委員会　委員長：嵐 昭夫　副委員長：田中大佐久　委員：開道 昌信、田中策次郎、橋本 崇史、近藤  博、仙台 謙三

11月に臨時会が開かれ、各議員が常任委員会を大
きく変わることになりました。広報特別委員会とし
ては、今後、広報だけではなく広聴の面も審議して
いく委員会と変わることになっております。具体的
には議会報告会についてどのように開催すれば、多
くの市民の方にお越しいただくことができて、また、
お越し頂いた方に市議会について理解が深まるのか
を考えていくこととなっております。

近年、議員の問題はいろいろな場面でニュースと
して取り上げられ、市民の皆様の信頼を大きく失墜
させているような状況であります。それを払拭する
ために一歩ずつではありますが、「開かれた議会」
「信頼される議会」となるように広報特別委員会と
して精一杯精進していきたいと考えております。今
後とも「のみだより」を手にとってごらん頂ければ
幸いです。　　　　　　　　　　　  （橋本 崇史）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想
検索能美市議会映像配信

第48号　能美市議会だより 16

〒923-1297 能美市来丸町 1110 番地
能美市議会事務局
Ｔ Ｅ Ｌ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

本会議の録画映像を
HPで配信しています

皆さまお気軽に傍聴に
お越しください

平成28年

３月定例会のお知らせ
（会期：２月29日～３月23日）

●２月29日㈪ 提案理由説明
●３月 9 日㈬ 代表質問
 一般質問
●３月10日㈭ 一般質問
●３月23日㈬ 委員長報告、
 討論、採決

10月

12月

11月

こんな活動していますこんな活動しています
総　務…総務常任委員会 議　運…議会運営委員会 基　地…基地対策特別委員会
産　経…産業経済常任委員会 全　協…議会全員協議会 交　通…交通対策特別委員会
教　福…教育福祉常任委員会 広　報…広報特別委員会 活性化…議会の活性化に関する検討会

  5日 広報（議会だより47号の編集）
  8日 議運（議会報告会の運営、臨時議会）
 産経（各課報告）
13日 広報（議会だより47号の再編集）
 総務（各課報告）
14日 視察受入（ブランド推進：愛媛県伊予市）
15日 視察受入（空き家バンク：奈良県大和高田市）
 　　　　（農産物推進：熊本県嘉島町）
 　　　　（子育て支援：千葉県館山市）
20日 視察受入（北陸新幹線開業効果：青森県弘前市）
21日 教福（各課報告）
28日 視察受入（観光、交流拡大：北海道名寄市）
29日 視察受入（ワーク・イン・レジデンス：山形県遊佐町）
 　　　　（温泉事業、観光振興：静岡県熱海市）
30日 視察受入（企業誘致：福岡県田川市）
 議運（議会報告会の運営）

  5日 視察受入（定住促進：群馬県館林市）
  9日 視察受入（高齢者福祉：茨城県古河市）
10日 議運（議事日程）
 全協（　 〃 　 ）
 本会議（常任委員会組織他）
11日 視察受入（定住促進：埼玉県東松山市）
17日 総務（各課報告）
26日 教福（調査研究）

 議運（第4回定例会会期日程）
 全協（　　　　 〃 　　　　）
 総務（調査研究）
 産経（調査研究）

  1日 議運（議事日程）
 全協（　 〃 　 ）
 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）
  4日 活性化（市議会に関するアンケート）
 交通（活動報告）
  8日 議運（議事日程）
  全協（　 〃 　 ）
 本会議（一般質問）
  9日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）
10日 予算決算常任委員会全体会
11日 教福、予算決算教福分科会（付託案件の審査）
14日 産経、予算決算産経分科会（付託案件の審査）
15日 総務、予算決算総務分科会（付託案件の審査）
17日 予算決算常任委員会全体会
 議運（第１回定例会会期日程他）
18日 議運（議事日程）
 全協（　 〃 　 ）
 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
 広報（議会だより48号のレイアウト案）


